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＜MDPRO ミニコラム＞  未来投資会議 新たな成長素案｢未来投資戦略 2017｣について 

   
未来投資会議は日本経済再生本部の下、第 4 次産業革命をはじめとする将来の成長に資する分野にお

ける大胆な投資を官民連携して進め、｢未来への投資｣の拡大に向けた成長戦略と構造改革の加速化を図

るため、産業競争力会議及び未来投資に向けた官民対話を発展的に統合した成長戦略の司令塔として、

昨年 9 月から開催されてきました。 
5 月 30 日に開催された第 9 回会議にて、日本の中長期的な成長を実現させていくための成長戦略｢未

来投資戦略 2017｣の素案がまとめられました。 
素案では急激に進展している第 4 次産業革命のイノベーションをあらゆる産業や社会生活に取り入れ

ることにより、様々な社会課題を解決する｢Society 5.0｣の実現を目指し、戦略目標を設定しています。 
戦略設定に当たっては日本が強みを持つ分野に政策資源を集中することとし、5 つの戦略分野が設定

されていますが、その筆頭として｢健康寿命の延伸｣があげられています(図 参照) 

 
(図： Society5.0 に向けた戦略分野) 

引用元：｢未来投資戦略 2017｣概要(素案) 
http://www.kantei.go.jp/jp/singi/keizaisaisei/miraitoshikaigi/dai9/siryou2.pdf 

 
｢健康寿命の延伸｣のなかでも、【遠隔診療、AI 開発・実用化】の AI 活用製品の開発・実用化は医療

機器産業が大きくかかわる項目となります。  
AI を活用した医療機器が再生医療製品と同様に世界に先駆けて日本で開発・実用化するためには、個

企業の開発努力に加えて AI 開発の基礎となる、｢有機的に連結された健康・医療・介護のビッグデータ｣

を民間(個企業)が利活用できる基盤、制度の整備や AI を活用した医療機器の質や安全性を確保するため

の評価のあり方が早急に整備される必要があると考えます。 

 




